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武生高校授業改善プロジェクトチーム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武高授業改善ＰＴ 

公開授業概要 

１．目的   

新しい時代に必要となる資質・能力（知識・技能、思

考力・判断力・表現力、学びに向かう力・人間性）を

育成するために、生徒が主体的・対話的に深く学ぶ授

業実践の取組みを校内に公開し、これからの授業の在

り方について議論することで授業改善の機会とする。

また、助言者を招き、ご教示いただくことで本校教員

の指導力・協働力の向上、若手教員の育成をはかる。 

 

２．期日 

令和５年１１月６日（月）   

１３：１０～１４：０５ ５限目 公開授業・研究授業 

１４：１５～１５：１０ ６限目 公開授業・国語科研

究協議 

１５：３０～１６：３０ 御講評および対談 

 

【対談テーマ】 

「評価およびこれからの学校教育について」 

      

３．助言者および対談者  

・溝上 慎一 氏 学校法人桐蔭学園 理事長 

・遠藤 貴広 氏 福井大学 准教授 

・辻崎 千尋 氏 高校教育課 主任 

 

４ 公開授業対象クラス 

 1・2年全クラス 

 そのうち教科横断型授業は以下4クラス 

１－２（歴史総合×国語×家庭科） 

１－４（英語×理科） 

２－３（化学×数学）  

２－７（英語×国語） 

「代替肉は人を幸せにするか？」 

教科横断型授業： 歴史総合×国語×家庭科（1年2組） 

授業者： 室井浩貴・伊藤貴子・島田麻里 

 

家庭科・社会・国語の授業を通して、「代替肉」に関す

る知識を身につけ、１つのテーマについて多角的・多面

的な視点から考察できるように力をつけた。４限目とな

る本時の授業では、培ってきた知識や見方・考え方を「中

学校の給食に代替肉を導入するか？」というテーマのロ

ールプレイングを通してアウトプットしていった。グル

ープ毎に、代替肉普及に関わる利害関係者を設定し、登

場人物のセリフ・脚本を考えた。最後には、考えた脚本

を実演し、発表していった。一連の授業を通して、グル

ープのメンバーとの協働の時間を設け、「聴く力（ファシ

リテーション能力）」を培うことを目標にした。 

＜生徒感想＞ 

・同じテーマで話し合っていても、メンバーによって発

想が少し異なっていて、自分とは違う考えに触れて、物

事の捉え方などに新しい気づきがあった 

・論理や証拠を提示して話を進めることの説得力、大切

さに気づいた。課題研究に活かしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート結果＞  

Q 教科横断型授業の中で、一般の授業で習った知識や技

術が活用される場面が… 

「大いにあった」32.3％・「ある程度あった」48.4％ 

Q 授業によって、物事を多面的に見ようとする力が… 

「とても向上した」64.5％・「ある程度向上した」35.5％ 

Q 授業によって、ファシリテーション能力が… 

「とても向上した」29％・「ある程度向上した」61.3％ 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“What can we do to save resources?” 
教科横断型授業： 英語×理科 （1年4組） 

授業者： 鈴木秀人 Mohammed Qaadirah 

 

１年生の論理表現の授業で“What can we do to save 

resources?”というテーマで、英語の仮定法を学習し

た。その主題と言語材料を生かしつつ、そこから発展

的な内容を他教科との協同で扱うこととした。 

今回、「資源の節約」について考えることが肝要で

あり、その「資源」についてなるべく身近でイメージ

の湧くものとして「水」、特に「真水」を集中的に扱う

こととした。「資源」の範囲を広めても議論が深まるの

は難しい、と考えたためである。幸い、本校のALTが

「水」についてかつて専門的に学習したことがあり、

彼女の知識も大いに活用してワークシートなどを用意

することができた。 

授業の流れは次のとおりである。 

1. Explanation of historical conflicts over water 

 歴史担当の教員から水をめぐる世界の争いの歴史を 

紹介してもらい、生徒は水の重要性を認識し、またこ

のテーマに関しての興味の喚起となった。 

 

2.Explanation of the current state of water on the 

earth and in Japan 

 現在の世界、そして日本における水の現状をALTが

英語で説明した。生徒はディクテーション形式でワー

クシートを埋め、知識の共有とともにリスニング力の

強化が行われた。 

 

3. Explanation of water shortage in home country as 

experienced by ALT 

  ALTが母国で経験した水不足の経験を英語でスピー

チし、生徒は質問形式で得た知識の再確認を行った。 

 

4. Activity – pair talk 

 生徒は"What would you do if you had a limited 

amount of water available per day?”というテーマ

でごく短いスピーチを作り、それをペア・もしくはグ

ループ内で発表した。ここでは仮定法を使った例文作

りによる文法力の教科と定着と、四技能のうちスピー

キング力の強化も図られた 

 

5. Activity – Presentation 

 代表者を選んでのクラス全体への発表が行われ、プ

レゼン力の強化が図られた。 

 

以上のように、歴史教員やALTとの協同授業により

知識の拡充のみならず、文法事項の強化にも取り組め、

有意義な時間となった。 

 

 

反応の『自発性』を数学的に考える 

教科横断型授業：化学×数学 （2年3組） 

授業者： 松田庄平 福島健一郎 

 

今年度から学習指導要領が変わり、大学生で学ぶ『エ

ンタルピー、エントロピー』が高校で学習することに

なりました。教える私自身も大学以来触れてなかった

ということもあり、専門書を引っ張り出しイチから勉

強をし直していました。化学の専門書では、（化学の書

籍なのに）数学の力を借りて展開を繰り広げることが

多いです。数学と化学（広い意味での科学）は将来的

には繋がっていくことが伝わるといいなと思い、今回

は高校生でも理解できる範囲で数学との教科横断授業

を計画しました。 

授業の中では、氷の融解現象を例に、エンタルピー

減少と『乱雑さ』を表わすエントロピーについて考え

ました。その後、二つの概念の兼ね合いである『ギブ

スの自由エネルギー』について触れました。ここから

は氷の融解現象を例に、反応の自発性について数学的

に考えます。大学レベルの内容ではありましたが、多

くの生徒は与えられた式とグラフから反応が自発的に

進むエンタルピーとエントロピーの『かねあい』につ

いて見いだすことできたと思われます。加えて、授業

後のアンケートでは、大部分の生徒が数学と化学のつ

ながりに興味を示し、知的好奇心をくすぐることがで

きました。 

数学科の福島先生と専門書や出題された大学入試問

題を研究し、結果的に私自身大きく成長することがで

きました。ありがとうございます。 

 



「小倉百人一首を英語で」 
教科横断型授業： 英語×国語 （2年7組） 

授業者 : 板垣洋美 堀部昌宏 

 

小倉百人一首を英語に翻訳したピーター・マクミラ

ンの活動についての英文を読むにあたり、導入である

今回の授業では、実際に生徒たちが百人一首の和歌の

英訳に挑戦しました。その中で和歌の翻訳の難しさを

体感し、他の生徒と共有しました。 

まずは和歌の意味を解釈することに苦戦したもの

の、グループ内で他の生徒と協力したり、国語の先生

からの解説を受けたりすることで現代語訳を完成し、

その後英訳に挑戦しました。同じ語でも個人、グルー

プによってどのようにとらえるかで英語への訳し方も

様様であり、いかに作者の思いを伝えられるかに苦労

していた様子でした。 

＜アンケート結果＞ 

教科横断型授業によって、知的好奇心が… 

「とても向上した、ある程度向上した」  96.7％ 

教科横断型授業によって、物事を多角的に見ようとす

る力が･･･ 

「とても向上した、ある程度向上した」  95.0％ 

＜生徒感想＞  

小学校のときに百人一首大会があって百人一首につ

いてよく知っていたけど機械的に覚えていただけで

「英語」として考える前に解釈なども考えたことがな

かったので歌にとても深い思いが込められていてすご

いと感じました。海外の歌を日本語にして歌うことと

今回にも通じて翻訳するときに作者の思いももちろ

ん、翻訳した人の思いも込められているのでそこが面

白いなと思いました。 

 

教科を超えて学習することで物事を色々な方面から

見ることができた。歌を自分で解釈してそれを英語に

するのは難しかったけれど、どうすれば伝わるかみん

なで考えるのは面白かった。 
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編集後記  

 教科横断型授業の実践は「まずやってみる」ことが大事だ

と考える。自分のアイデアを他の教科の先生に話して、どん

な活動を通してどんな力をつけさせたいかを他教科の先生と

一緒に考え、実践に移すまでが大きな一歩だろう。教員が思

い描いた通りにはならない場合もあるが、失敗をしながらも、

生徒も教師もわくわくするような授業が出来れば、お互いの

知的好奇心を刺激しあい、学びあうことが出来るのではない

だろうか。 

 評価については「ねらい」を設定し、それを生徒に知らせ

ること、根拠を明示することなど今後実践していくためのヒ

ントを頂けた。 

対談テーマ「評価およびこれからの学校教育について」

を掲げ、溝上慎一先生、（学校法人桐蔭学園）、遠藤貴広 

先生（福井大学）、辻崎千尋先生（高校教育課）をお招き

し、本校の松田庄平先生、室井浩貴先生で対談を行いま

した。対談に先立ち10月の職員会議で、武生高校教員全

員で現場で悩んでいることを挙げたところ、主体性評

価・時間・授業・テスト・基準・生徒の支援と大きく 6

つの課題にグルーピングされました。 

壇上の先生方から課題について、次のような意見・助

言を頂きました。 

 

・何を評価しないか、ということを考えると時間を生み出

すことができる。優先順位をつけること。 

・何を習得させたいのか「ねらい」をしっかり持つこと。 

・評価について、考査を前提にしないという事もOK。 

・生徒が行った事全てを評価するのは難しいのでポイント

を示す。 

・評価基準をあらかじめ伝えることが必要。 

・評価のアカウンタビリティがあるので根拠を示せるよう

に。 

・振り返りの2点のポイント 

☆モニタリング(その場で何を学んだ) 

☆コントロール(次はどんなことをしたいか) 

 

壇上の先生方が、和気あいあいとした雰囲気の中、熱く意

見を交わしていたのが印象的でした。特に評価については多

くの先生方が課題として挙げていたので、自分だけではない

のだな、と思い少し気が楽になりました。今回の対談を聞い

て今後の指導に役立てていきたいと考えました。 


